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どもが変わる part ２ 」―国語・算数・遊び・
日常生活のつまずきの指導―
藤田和弘監修／熊谷恵子，青山真二編著（図書文
化社）〔中央，大塚３７５３３〕
　本書は，１９９８年に出版された『長所活用型指導
で子どもが変わる』のⅡである。したがっ
て，基本的なねらいは何ら変わらない。「個に応
じた指導」を行うためには，指導者は，自分が習
得した「指導方略」を画一的に子どもに適用する
のではなく，子どもの「学習方略」に合致するよ
う，自らの指導方略を工夫する必要がある。本書
のねらいは，このように，指導者が指導方略を工
夫する際の，その理論的な考え方と実際の指導方
法を提供することにある。研究者と教育実践者と
の協同によって著わされた手作りの本である。
　子どもの「学習方略」にはいろいろなものがあ
るが，本書では，カウフマン夫妻（	

＆	
）の提唱する「継次処理」，「同
時処理」という２種類の認知処理様式を取り上げ
ている。そして，一人一人の子どもの得意な，あ
るいは強い認知処理様式を活用して，その子ども
の学習のつまずきを改善ないし解消したり，さら
なる促進を図ることをねらっている。これが，子
どもの得意な認知処理様式を生かした「長所活用
型指導」である。これまでの伝統的な指導法は，
子どもの得意な面や強い能力を活用するのではな
く，子どもの弱い能力そのものを改善したりレベ
ルアップすることを強調する「短所改善型指導」
が主流であった。しかし，学習障害をはじめとす
る発達障害のある子どもの場合など，こうした指
導法だけでは効果があがらず，逆効果になること
さえあることが明らかになってきた。
　本書はⅡであるが，前書Ⅰと次の点で
異なっている。
①対象：通常学級で学習につまずきを示したり，
通級による指導を受けている子ども（Ⅰで
は，おもに特殊学級や養護学校の在籍児）。②認
知発達レベル：７才から９才レベルくらいまで
（Ⅰではおよそ就学前まで）。③とりあげた教
科等：国語，算数，遊び，日常生活の指導（
Ⅰでは国語，算数，作業学習）。
　それぞれの学習課題の各ステップごとに，継次
処理型学習者に対する指導方略と同時処理型学習
者に対する指導方略が，指導展開例として，図解
入りで具体的に説明されている。
　読者対象は，通常学級や通級学級の指導に携わ
る教師，それらをめざす学生のみならず，特殊学
級や養護学校など特殊教育諸学校の教師，リハビ
リテーション関係者，ボランティア，保護者など
である。
（ふじた・かずひろ　心身障害学系教授）
